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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
会
の
運
営
並
び
に
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に

対
し
ま
し
て
、
日
頃
よ
り
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
期
化
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
課
題
が
さ
ら
に
複
雑
・
多
様
化
し
、
失
業
・
休
業
等
に
よ
る

生
活
に
困
窮
す
る
方
の
増
加
や
社
会
環
境
の
変
化
、
社
会
的
孤
立
が
よ
り

深
刻
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
多
様
な
主
体
が
「
共
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
、
世
代
や
背
景
の

異
な
る
す
べ
て
の
住
民
が
つ
な
が
り
を
育
み
、
共
に
支
え
合
う
社
会
を
創

る
た
め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る
生
活
課
題
や
社
会
的
孤
立
な
ど

に
向
き
合
い
・
受
け
止
め
、
相
談
・
支
援
や
解
決
に
つ
な
げ
、
地
域
に
根

差
し
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
住
み
慣
れ
た

地
域
で
共
に
生
き
、
支
え
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
健
康
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
ま
ち 

い
わ
き
」
の
実
現
を
目
指
し
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

い
わ
き
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

会
長　

強 

口　

暢 

子

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度  

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
のの

会
員
会
費

会
員
会
費
にに
ご
協
力

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　いわき市社会福祉協議会では、「住み慣れた地域で共
に生き、支え合い、誰もが安心して、健康で自分らしく
暮らせるまち　いわき」を目指し、様々な活動に取り組
んでおり、市民の皆様からの会員会費が大きな財源と
なっております。
　会員会費については、強制するものではございません
が、住民福祉の向上を図るための大切な財源となってお
りますので、新型コロナウイルス感染症の影響により厳
しい経済環境の中ではありますが、特段のご支援とご協
力をお願い申し上げます。

令和３年度　会員会費実績
●正 会 員
� 39,573,890円
　加入世帯数
� 79,524世帯

●企業会員
� 8,610,000円
　加入企業数
� 731企業

●特別会員
� 1,486,000円
　加入者数
� 739名

●団体会員（法人施設）
 � 660,000円
　加入団体・法人数
� 66施設

令和令和３３年度の年度の会員会費会員会費ににご協力ご協力いただきいただきありがとうございました。ありがとうございました。

新規企業・団体会員一覧（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

地　区 企業・団体名

内　郷 有限会社　早川モータース
※敬称は、省略させていただきました。

会員会費の種類
●正 会 員
� 一口      500円
●特別会員
 � 一口   2,000円
●企業会員
� 一口 10,000円
●団体会員（法人施設）
� 一口 10,000円
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地
域
福
祉
事
業

　

●
住
民
支
え
合
い
事
業

　

●
住
民
支
え
合
い
活
動
づ
く
り
事
業

　

●
つ
ど
い
の
場
創
出
支
援
事
業

　

●
避
難
行
動
要
支
援
者
マ
ッ
プ
作
成
事
業

　

●�

緊
急
連
絡
カ
ー
ド(

兼)

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
配
備
事
業

　

●
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

　
　

（
多
機
関
協
働
事
業
）

　

●
い
わ
き
市
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
会

　

●
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　
　

（
カ
ン
ガ
ル
ー
ひ
ろ
ば
）

　

●
い
わ
き
市
屋
内
遊
び
場
の
運
営

　
　

（
い
わ
き
っ
ず
も
り
も
り
）

　

●�

車
椅
子
同
乗
移
送
用
自
動
車
及
び
車
椅
子

の
貸
し
出
し

　

●�

い
わ
き
・
ふ
れ
あ
い
・
ふ
く
し
塾
運
営
事
業

　

●
い
わ
き
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
運
営
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

　

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

　

●
児
童
・
生
徒
向
け
福
祉
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

●
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
常
設
運
営

　

●�

い
わ
き
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

運
営
支
援

福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

　

●
福
祉
総
合
相
談

　

●
無
料
法
律
相
談

権
利
擁
護
事
業

　

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
　

（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

　

●
成
年
後
見
事
業

各
種
貸
付
事
業

　

●
生
活
資
金
貸
付
事
業

　

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
困
窮
者
支
援
事
業

　

●
生
活
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

●
生
活
困
窮
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

●
七
五
三
お
祝
い
支
援
事
業

　

●
親
子
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク
事
業

被
災
者
生
活
支
援
事
業

　

●
生
活
支
援
相
談
員
等
配
置
事
業

福
祉
人
材
確
保
事
業

　

●
福
祉
の
仕
事
相
談
会

　

●
実
習
生
の
受
入
れ

募
金
運
動
の
推
進

　

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　

●
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
事
業

　

●
居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
）
事
業

　

●
訪
問
介
護
事
業

　

●
訪
問
入
浴
事
業

　

●
産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度
のの
主
な
事
業

主
な
事
業

収入
505,093千円

支出
505,093千円

介護保険事業
87,085千円
17.2%

基金運営事業
2,981千円
0.6%

資金貸付事業
16,876千円
3.3%

地域子育て支援拠点事業
21,303千円　4.2%

共同募金
配分金事業
66,415千円
13.1%

地域福祉推進事業
150,401千円
29.8%

法人運営事業
153,802千円
30.5%

介護保険事業収入
94,242千円
18.7%

貸付事業収入・
事業収入
4,801千円　1.0%

共同募金
配分金収入
55,170千円
10.9%

受託金収入・負担金収入
166,752千円
33.0%

市補助金収入
93,525千円
18.5%

寄附金収入
3,000千円
0.6%

その他の収入
35,753千円
7.1%

その他の事業
6,230千円
1.2%

会費収入
51,850千円
10.3%

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度
のの
予
算
の
あ
ら
ま
し

予
算
の
あ
ら
ま
し

新
規

新
規

新
規

新
規

※詳しい事業計画や予算の内容は、いわき市社会福祉協議会ホームページで閲覧できます。
　https://www.iwaki-shakyo.com
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令和４年度令和４年度
各地区協議会各地区協議会のの主な活動主な活動をを紹介紹介します!します!

　いわき市社会福祉協議会では、13地区（平、小名浜、勿来、常磐、内郷、四倉、遠野、小川、好間、三和、田人、
川前、久之浜・大久）に地区協議会を設置し、さまざまな困りごと相談の受付をはじめ、住民支え合い
事業やつどいの場創出支援事業など、地域住民の福祉ニーズに合った事業を実施しておりますので、皆
さんのご協力とご支援、参加をお待ちしております。

常 磐 地 区 協 議 会常 磐 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★湯～らり温泉めぐり

★高齢者スポーツ大会

★青少年福祉体験学習

★�他機関との情報交換会

★世代間交流

詳しくは、常磐地区協議会 ☎43-2111㈹まで

世代間交流

四 倉 地 区 協 議 会四 倉 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★高齢者ふれあいの集い

★虐待防止講座

★地域交流事業

★青少年福祉体験学習

★ボランティア育成講座

詳しくは、四倉地区協議会 ☎32-2114㈹まで

ボランティア育成講座

小名浜地区協議会小名浜地区協議会
★子育てサロン

★介護教室

★社協・民協合同研修会

★青少年福祉体験学習

★ボランティア連絡会

詳しくは、小名浜地区協議会 ☎54-2111㈹まで

社協・民協合同研修会

平 地 区 協 議 会平 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★青少年福祉体験学習

★�学生 福祉教育で

　考える「ふくし」

詳しくは、平地区協議会 ☎22-6441まで

子育てサロン

勿 来 地 区 協 議 会勿 来 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★ボランティア活動育成事業

★男の料理教室

★青少年福祉体験学習

★�高校生のための

　ボランティア講座

★地域の居場所づくり

★ふれあい農業体験

詳しくは、勿来地区協議会 ☎63-2111㈹まで

ふれあい農業体験

内 郷 地 区 協 議 会内 郷 地 区 協 議 会
★ちびっこママサロン

★高齢者ふれあいの集い

★防火deふれあう

★青少年福祉体験学習

★ボランティア講座

詳しくは、内郷地区協議会 ☎27-8707まで

防火deふれあう

新規

新規

新規

新規
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川 前 地 区 協 議 会川 前 地 区 協 議 会
★ふれ愛ゆうびん

★地域高齢者交流事業

★地域健康増進活動事業

★�歳末たすけあい友愛訪問

★青少年福祉体験学習

詳しくは、川前地区協議会 ☎84-2111㈹まで

地域高齢者交流事業

好 間 地 区 協 議 会好 間 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★介護予防教室

★地域ふれあいの集い

★青少年福祉体験学習

★ボランティア講座

詳しくは、好間地区協議会 ☎36-2221㈹まで

青少年福祉体験学習

遠 野 地 区 協 議 会遠 野 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★在宅支援友愛訪問

★青少年福祉体験学習

★多世代交流事業

詳しくは、遠野地区協議会 ☎89-2111㈹まで

子育てサロン

小 川 地 区 協 議 会小 川 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★健康体操教室

★�ひとり暮らし高齢者

　友愛訪問事業

★高齢者いきいき訪問事業

★青少年福祉体験学習

★ボランティア講座

詳しくは、小川地区協議会 ☎83-1111㈹まで

子育てサロン

三 和 地 区 協 議 会三 和 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★介護講座

★介護者ほっと一息支援事業

★ふれあい交流会

★敬老交流会

★青少年福祉体験学習

★ボランティア講座

詳しくは、三和地区協議会 ☎86-2111㈹まで

介護講座

久之浜・大久地区協議会久之浜・大久地区協議会
★子育てサロン
★介護講座
★高齢者ふれあいの集い
★在宅介護者支援事業
★夕食宅配サービス
★ひとり暮らし高齢者招待事業
★児童福祉スクール
★青少年福祉体験学習
★ボランティア研修会
★地域配食サービスボランティア事業

詳しくは、久之浜・大久地区協議会 ☎82-2111㈹まで

夕食宅配サービス

田 人 地 区 協 議 会田 人 地 区 協 議 会
★子育てサロン

★高齢者ふれあいの集い

★在宅介護者訪問事業

★にこにこ配食事業

★熱中症予防対策事業

★青少年地域交流事業

★青少年福祉体験学習

★ボランティア研修

詳しくは、田人地区協議会 ☎69-2111㈹まで

青少年地域交流事業

新規

新規

新規
新規
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住民支え合い生活支援サービスの仕組み

困りごと相談･
サポーター登録窓口

いわき市社会福祉協議会

地区協議会

高齢者
など

● サービスの提供

支え合い
サポーター

● 生活状況の確認（訪問）
● サービスの利用決定

● サービスの提供依頼

● 活動状況の報告

　高齢者や障がい者などの皆さんが、日常生活の中で抱える生活課題や
困りごとに対応するため、住民同士が共に支え合い、助け合うための
仕組みとして、「住民支え合い生活支援サービス」を実施しております。
　ゴミ出しや電球交換などお困りの方は、お住まいの地域の各地区
協議会まで、お気軽にご相談ください。
　また、お手伝いにご協力いただける方（サポーター）も募集しております。

お困りごとはありませんか？

● 困りごと相談 
　 サービスの利用申込

お問い合わせ先　地域福祉課　☎23-3320㈹まで

ご相談
 ください 生活･就労支援センター

お問い合わせ先　生活・就労支援センター　38-6500まで
　　　　　　　　　　　　　　             seikatsu-shien@iwaki-shakyo.com

　生活・就労支援センターでは、失業や不安定な雇用形態などにより経済的に行き詰まっている方や、

心身の問題を抱える方などからお困りごとの相談をお受けし、状況に応じて、支援先の紹介を行った

り、支援プランを作成する等、解決に向けて、継続的なサポートを行っています。

課題解決に向けて各種支援関係機関と連携しながら支援します。

どんなことでも相談してください。

仕事が
見つからない

借金の返済で
生活が苦しい

引きこもりの子どもの
将来が不安

お金がなくて
病院に行けない

収入がなく
家賃が払えない

社協通信社協通信
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　このたび、各団体等の役員等の異動等に伴い、理事・評議員に変更がありましたので、お知らせします。

いわき市社会福祉協議会の新たな理事・評議員を紹介します。

旧理事 新理事 選出区分

齋　藤　和　夫 橋　本　雅　欣 13地区協議会長（小名浜）

太　田　清次郎 渡　辺　昌　昭 13地区協議会長（常磐）

飯　尾　　　仁 久保木　哲　哉 福祉行政

※敬称は、省略させていただきました。

� （令和４年６月30日現在）

旧評議員 新評議員 選出区分

中　根　雄一郎 松　崎　慎　弥 青年会議所

柳　沼　　　哲 千　葉　義　夫 教育関係

石　井　多津子 中　根　とも子 協同組合関係

斎　藤　七　重 古　川　広　子 地域婦人会連絡協議会

　任期満了に伴い、令和６年５月31日までの新たな役員（理事・監事）が決まりましたので、お知らせします。
�

新役員

役　職 氏　名 選出区分及び所属

理　事 根　本　　　忠 地区老人クラブ代表（四倉）

理　事 佐　藤　哲　男 地区老人クラブ代表（三和）

理　事 常　恒　正　夫 地区老人クラブ代表（川前）

理　事 高　沢　祐　三 いわき市社会福祉協議会常務理事

監　事 酒　井　孝　憲 地区老人クラブ（平）

監　事 荒　川　勝　雄 地区老人クラブ（勿来）

監　事 前　田　ヤエ子 地区老人クラブ（四倉）

※敬称は、省略させていただきました。

�

新役員

役　職 氏　名 選出区分及び所属

会　長 遠　藤　重　政 地区老人クラブ代表（平）

副会長 小木埜　進　一 地区老人クラブ代表（常磐）

副会長 大　竹　保　男 地区老人クラブ代表（田人）

副会長 市　橋　貞　子 連合会女性部代表

副会長 藤　田　正　次 連合会若手部代表

理　事 冨　田　明　雄 地区老人クラブ代表（小名浜）

理　事 大河原　允　穀 地区老人クラブ代表（勿来）

理　事 鈴　木　定　秋 地区老人クラブ代表（内郷）

いわき市老人クラブ連合会からのお知らせ

お問い合わせ先　いわき市老人クラブ連合会　☎24-5313まで

　令和５年４月１日採用の正規職員（事務職）を募集します。

１　採用予定人数　　２名程度

２　資格要件　　　　�平成５年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士の資格を有する者又は令和５

年３月までに取得見込みの者で、普通自動車免許を有する者又は取得見込みの者。

３　受付期間　　　　令和４年７月１日（金）から令和４年７月29日（金）まで（土・日・祝日は、受付不可）

　　　　　　　　　　※郵送の場合は、令和４年７月29日（金）の消印のあるものまで受付

４　試験及び試験日　一次試験（教養試験・小論文・適正検査）　　　令和４年８月７日（日）

　　　　　　　　　　二次試験（個別面接　※一次試験合格者のみ）　令和４年８月28日（日）

令和５年度（令和４年度実施）職員募集のお知らせ！

お問い合わせ先　企画総務課　☎23-3320㈹まで
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「いわき市社協だより」の作成経費として、皆さまからの寄付金・会員会費及び共同募金配分金を使用させていただいております。

　

ラトブ

文化センター

いわき芸術文化
交流館アリオス

市立美術館

市役所

梅本
駐車場

新川

税務署

仙台→←東京

ＪＲ常磐線

旧国道６号

本町通り

いわき駅

小
名
浜
→

いわき市社会福祉センター

いわき市社会福祉センター
専用駐車場

いわき市社協
ホームページ

皆さまの声をお待ちしています!
　いわき市社会福祉協議会では、市民の皆さまの声をお待ちし

ています。手紙、電子メールでお気軽にお寄せください。

住所：いわき市平字菱川町１番地の３（いわき市社会福祉センター内）

ホ ー ム ペ ー ジhttps://www.iwaki-shakyo.com  　
メールアドレスmaster＠iwaki-shakyo.com

いわき市社協
ホームページ

　今年度より、新たな職員を広報編集委員として迎え、年４回の

いわき市社会福祉協議会だよりを発行していくことになりました。

引き続き市民の皆さまへ親しみやすい紙面づくりとタイムリーな

社会福祉協議会の活動を伝えていきたいと思います。

� 広報委員一同

編
集
後
記

関東西濃運輸労働組合　いわき支部 株式会社F-SUN ツーリストジャパン 全国大陶器市振興組合

いわき市ターゲット・バードゴルフ協会 シャドーボクシング ダイセーロジスティック株式会社
いわきハブセンター

一般社団法人福島民報教育福祉事業団 港ヶ丘実年会 泉じゃんがらことほぎの会

妙覚寺寒修行一行 勿来工業高等学校 東田ゴルフ愛好会

有限会社UMリンク 植田町行政　上町区・中央区 ※　順不同、敬称は省略させて
　　いただきました。

（令和３年４月１日～令和４年３月31日）　令和３年度　企業・団体からの寄付一覧

あたたかいご厚情ありがとうございますあたたかいご厚情ありがとうございます

福祉の仕事を目指すあなたと福祉の仕事を目指すあなたと
福祉の職場を結びます福祉の職場を結びます

東洋羽毛北部販売株式会社東洋羽毛北部販売株式会社
福島営業所様より福島営業所様より
食料品等のご寄贈をいただきました食料品等のご寄贈をいただきました

福祉の仕事相談会
　求職登録の受付や各種相談に応じます。
◆日　時　毎月第２水曜日
　　　　　10：30～14：30
◆会　場　いわき市社会福祉センター
　　　　　（いわき市菱川町１番地の３）
お問い合わせ先

　福島県社会福祉協議会
　人材研修課　福祉人材センター
☎  024-521-5662 

 jinzai@fukushimakenshakyo.or.jp

　「福祉の職場で働きたい！」「資格の取得方
法を知りたい！」そんな方はお気軽にご相談
ください。

　令和４年５月11日、東洋羽毛北部販売株式会
社福島営業所様からレトルト食品などのご寄付
をいただきました。
　これらの食料品などは、同社が開催した販売会
に参加された方々が持ち寄られた品々と同社の
商品等、あわせて287点になります。
　ご寄付いただいた食料品などは、生活に困窮さ

れている方に対して
実施している「生活
困窮者生活サポート
事業」で活用させて
いただきます。
　ありがとうござい
ました。


